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私たち、水資源機構は全社を上げて“風通しの

良い業務運営”を目指しています。この理念を確

実に履行するため、機構の現役員が自ら各事務所

を回り、抱える諸問題等の聞き取りなどを行う事

務所総点検を実施しています。 

 この取組みは平成１６年度から実施されており

今年で３回目を数え、川上ダム建設所には太田副

理事長が平成１８年１０月１６日（月）に来所し

総点検が行われました。今回は、この総点検の新

しい取組みとして、事務所の管理職を除く若手職

員と役員との意見交換会が行われ、私たちを取り

巻く諸問題に関するテーマで、太田副理事長と膝

詰めで本音での活発な語り合いがなされ、以下の事項が確認されました。 

①①  「「報報告告・・連連絡絡・・相相談談」」がが互互いいにに行行ええるる職職場場づづくくりり。。  
②②  公公金金意意識識をを持持っってて、、国国民民・・ユユーーザザーーににししっっかかりりとと説説明明ででききるる仕仕事事のの仕仕方方。。  

③③  結結果果のの追追求求だだけけででななくく、、ププロロセセススをを大大事事ににすするる仕仕事事のの仕仕方方。。  
④④  議議論論をを尽尽くくしし、、決決定定さされれたた方方針針にに従従うう仕仕事事のの仕仕方方。。 

 
また、１０月２４日（火）には事務所内の情報共有を目的として四

半期に１回開催している第３回川上ダム建設所の所内事業説明会を

行いました。これは、川上ダム建設事業の推進に向けての課題や進

捗状況の確認を定期的に全職員で確認しているものです。 
 更に同説明会終了後には、先般行われた副理事長との意見交換会

を踏まえ、若手職員と管理職の意見交換を行い、きめ細やかなフォ

ローアップにも努めています。 

今後も、川上ダム建設所では職員全員が一丸となって「風通しの   
良い事務所運営」を推進し、地域の皆様から信頼される組織作りに      

邁進してまいります。                  【総務課長 上村信幸】 
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事業説明会の様子

太田副理事長との車座トーキングの様子 



保護池で観察する研修員の皆さん 

 

 

 
 川上ダム建設所では、今年６月１日に恒所長による環境マネ

ジメントシステムＩＳＯ１４００１認証取得への取組み宣言がな

され、これまでに着々と準備を進めてきました。その結果、１１

月１日よりシステムの運用をスタートできる段階となりました。

運用開始に先立ち、１０月２５日（水）に教育研修を行いました。

研修では、専門の外部講師を招き、ＩＳＯ１４００１の概要のほ

か、地球規模での環境問題の動向や、日常生活と環境影響との関

係など、個々の職員等がシステムを理解し、環境改善意識の向上

を図るための学習を行いました。今後は、環境マネジメントシステムの運用を進めながら、ＩＳＯ１４０

０１認証取得に向け、更なるシステムの向上に努めていくこととしています。引き続き、自然にやさしい

ダムづくりをモットーとした環境に配慮した業務を進めていきたいと思いますので、ご支援よろしくお願

いいたします。                            【調査設計課 立石浩行】     

 

 

―川上ダム周辺地域活性化の座談会を開催― 

 １０月５日（木）に伊賀市青山支所と川上ダム建設所職員が集い、

「川上ダム周辺地域活性化の座談会」を伊賀市が整備中の青山ハー

モニー・フォレスト学習棟で行いました。これは、川上ダム周辺整

備事業が進捗している現状で、いかにダムと周辺整備事業がハード

とソフトの両面で有機的に連携していくかという主旨で実施したも

のです。 
当日は、伊賀市からハーモニー・フォレスト事業及び水源地域対

策措置法事業の説明を頂き、川上ダム建設所からダム事業状況を説明した後、意見交換を行いました。こ

の話し合いが、伊賀市のダム周辺地域活性化の動機付けとなればと思います。【第二用地課長 芦田哲郎】 
 

 

  

 

社会資本整備と環境の調和を図るための環境保全対策等に関する

専門知識を習得することを目的とした（独）国際協力機構（JICA）に

よる研修が１０月１３日（金）に川上ダム建設所で開催されました。 

ケニアやマレーシアなど１１ヶ国１１名の研修員は水資源機構事

業や川上ダムの計画、ダム建設予定地周辺の環境、オオサンショウウ

オの保全について説明を受けた後、川上ダム建設予定地とオオサンシ

ョウウオの保護池を見学しました。保護池ではオオサンショウウオの

生態や保護池の役割などを受けた後、興味深く観察し、盛んに質問を

されました。             【調査設計課 立石浩行】 

 

研修の様子 

座談会の様子 



オオサンショウウオ保護池

 

～川上ダム職員が交通安全啓発活動に参加～ 

 ９月３０日（土）に秋の全国交通安全運動の一環として取り組

まれた「交通安全啓発運動」に川上ダム建設所職員１０名が参加

しました。 

 啓発運動には、名張警察署、名張地区交通安全協会などから約

１００名が参加し、名張市桔梗が丘の国道１６５号線において、

「飲酒運転は絶対にしないでください」などとドライバーに呼び

かけながら、ぶどうと啓発グッズの配布を行いました。参加者か

らの熱心な啓発運動にドライバーの皆さんも交通安全運動に取

り組んでいただけることと思います。私たち、機構職員も更に交

通安全運転に心がけて行きたいと思います。【総務課 中川雅樹】

    
 

  

 

７月号で紹介しました付替県道松青線４号橋上部工工事の進捗状

況をお知らせします。 

現在、片山ストラテック㈱大阪工場において、鋼材の切断及び加

工作業を行っています。１０月１３日(金)と１７日(火)には、安全

な製作を確実に行っているか、またどのようにして橋が製作されて

いるのかなどを学ぶため、職員計１０名で実際に工場の施設を視察

してきました。工場では、各製作過程でミスがないか何重にもチェ

ックされており確実な施工を行っていました。 

なお、工場の製作は１１月中旬に終了し、その後仮組検査を行い、現地には１２月初旬頃に入ってくる

予定です。平成１９年１月には青山地内の現場で橋を架ける工事を開始しますので、見学を希望される方

は川上ダム建設所総務課までご連絡ください。    【工事課 田中幸志】      

 

 

びっぐにゅーす！？ 

 川上ダム建設所のオオサンショウウオ保護池（写真）で、１０月

２日（月）、オオサンショウウオの産卵を確認しました。昨年は産卵が

確認できなかったので、今回の産卵は、２年ぶり４回目となります。 
このコーナーの第２回で、オオサンショウウオの繁殖は８月下旬か

ら９月上旬であることをお伝えしましたが、今回はそれよりも約１ヶ

月遅れたことになります。でも、だいじょうぶ！オオサンショウウオ

は、水温の状況によっては９月中旬から下旬に産卵することもあるし、

逆に８月の早いうちに産卵することもあるのだそうです。今回の卵がふ化するのは、１１月下旬になりそ

うです。果たして、その結果は・・・？ ご期待ください。         【環境課長 大村朋広】 

 工場視察を行う機構職員 

啓発活動をする機構職員 

啓発活動を行う川上ダム職員 

 第４回 



☆☆☆皆様からのご意見・ご感想をお待ちしてい

ます。ハガキやメール等でどしどしお寄せくださ

い。☆☆☆ 

創作『阿保
あ お

千方湖
ち か た こ

物語』 

  
大大村村神神社社例例祭祭  
宝殿を中心に秋祭りが行われ、特に２日の宵宮には各

地区から奉納される獅子神楽が夜遅くまで舞われ、模擬

店も出て賑わいます。 
○○日日時時／１１月２日（木）～１１月３日（金） 
○○場場所所／／大大村村神神社社（（伊伊賀賀市市阿阿保保））  
  
第第２２回回ふふれれああいいフフェェススタタ iinn 青青山山  
地域産業の活性化を目的に地元産品の展示・即売を行

う他、各種アトラクションなども開催されます。 

○○日日時時／１１月２３日（木） 

○場場所所／／伊伊賀賀市市青青山山支支所所及及びび青青山山ホホーールル前前駐駐車車場場

（（伊伊賀賀市市阿阿保保）） 

編集後記 
 １１月 1 日よりＩＳＯ１４００１の運用がス

タートします。今後も自然にやさしいダムづく

りをモットーに努力していきたいと思います。
［広報誌発行事務局］ 
編集長  恒 徹 （川上ダム建設所長） 
デスク  上村 信幸（総務課長） 
〃   北牧 正之（工務課長） 

通信記者 武村 剛泰（総務課） 
〃   立石 浩行（調査設計課） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

《第④話その 1 朝廷内の陰謀》 

 文書を受け取った朝廷は、計画の大きさに驚きました。「一体、このような巨大な仕掛けを本当に執り行

えるのか。資金や人手は確保できるのか。千方
ち か た

という奴は、途方もないことを考えたものじゃ」。 

 役人や学者たちが集まり，幾日も話し合いました。そして、「大変な労力が必要だが、これは極めて良く

できた内容だ。自然の力と人間の知恵が見事に活かされておる。一刻も早く実行に移すが良かろう」とい

う結論に達しました。 

 ため池造営の噂は都に広がり、水不足解消への期待と千方の評判が一気に高まりました。 

 ところが、そのことを苦々しく思う人々がおりました。朝廷内の権力争いで、第二勢力に甘んじていた

一派です。なんとか実権を奪おうと企んでいた時だったので、「千方め、余計なことをしてくれおった。た

め池などができれば、ますます朝廷の人気が高まり、わしたちの立場が危うくなる。そうはさせるものか」

と計画妨害を狙い、あらぬ噂を流し始めました。 （つづく）         ［川上ダム建設所編集］ 

環境課長の大村朋広

です。 
事務補助をしている

濱田さやかです。 

 

オオサンショウウオの

保全対策検討を担当し

ている古賀勝之です。

水質・猛禽類・植物

を担当している北村

ゆき子です 

連載企画 

保護池関係等、デー

タ整理を担当してい

る村田浩一郎です。


